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山形 浩史 昭和３７年６月１５日生

長岡技術科学大学大学院工学研究科システム安全工学専攻 教授

 学歴
 昭和６０年３月 京都大学工学部原子核工学科 卒業
 昭和６２年３月 京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻 修了
◇平成 ７年６月 米国スタンフォード大学大学院工学研究科

Department  of  Engineering-Economic Systems 修了
 平成 ９年３月 京都大学大学院工学研究科ｴﾈﾙｷﾞｰ応用工学専攻

博士後期課程 修了
京都大学博士（工学）授与

 職歴
 昭和６２年４月 通商産業省（現 経済産業省）入省
原子力、社会的規制、地球環境、技術国際協力、地域振興、中小企業など

◇平成１０年７月～平成１２年７月 経済協力開発機構（OECD）出向
◇平成１８年８月～平成２１年６月 国際原子力エネルギー機関（ＩＡＥＡ）出向

 平成２９年７月～令和３年６月 原子力規制庁 長官官房 緊急事態対策監

 平成２８年１２月～長岡技術科学大学大学院技術経営研究科システム安全専攻 実務家教授
 令和３年８月～長岡技術科学大学大学院工学研究科システム安全工学専攻 教授
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私が担当する４つの講義・演習
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【選択】
産業・環境技術政策論：業界活動 広い視野、政策を作る

技術経営論： 経営層、企画室 経営の視点を知る、戦略を作る

【選択必修】
安全マネジメント特論： 安全の管理職 事故の対応、組織内リーダーシップ
（安全マネジメント）

【必修】
システム安全考究Ⅳ： 監査役 不正を起こさせない
（システム安全基礎Ⅳ）

注：（ ）内は、専門職大学院での名称


